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　平成22年度利尻町表彰式が、11月3日役場庁舎大会議室で開催され、受賞者・町・議会及び関係者が出席
し、利尻町の振興発展に貢献していただいた方々をたたえ、功労者・善行者の表彰が行われました。町長か
ら受賞者皆様のご功績紹介のあと、受賞者へのお祝いの言葉があり、最後に受賞者を代表して江戸克廣氏が
「身に余る光栄であり、今後も町の発展に努めたい」と謝辞。また式の終了後には、町内お茶会サークル「湖
月会」より受賞者ほか出席の皆さんにお茶が振舞われました。なお、本年は次の方々が受賞されました。

功
労
表
彰
者

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
議
会
議

員
と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営
と
地

方
議
会
制
度
の
高
揚
に
貢
献
し
本

町
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

江　

戸　

克　

廣
氏

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
議
会
議

員
と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営
と
地

方
議
会
制
度
の
高
揚
に
貢
献
し
本

町
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

七　

尾　

啓　

二
氏

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
教
育
委

員
と
し
て
本
町
の
教
育
行
政
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊　

池　

順　

一
氏

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て

本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

吉　

安　

隆　

也
氏

　

二
六
年
の
永
き
に
わ
た
り
利
尻

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
と
し
て
国
保
事
業
の
健
全
な
運

営
と
町
民
の
健
康
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

（
再
表
彰
）

　

小　

坂　

喜　

一
氏

　

永
年
に
わ
た
り
新
湊
第
二
自
治

会
長
と
し
て
、
再
編
後
は
第
一
自

治
会
長
と
し
て
町
内
自
治
会
の
円

滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

神　
　
　

昭　

平
氏

　

永
年
に
わ
た
り
沓
形
本
町
第
一

自
治
会
長
と
し
て
町
内
自
治
会
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

酒　

井　
　
　

税
氏

利尻町功労者・善行者表彰式平成22年度平成22年度 利尻町功労者・善行者表彰式平成22年度
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　当推進委員会による「花つくりコンテスト」も今年で10回目を迎えました。
今回は、最優秀賞に１作品、優秀賞に２作品、特別賞に１作品と、全部で４
作品が入賞しましたので、その結果をお知らせします。
　今後とも、楽しく住みよいまちづくりを推進するため、「みどりと花いっ
ぱい運動」に対して、町民皆様のご協力をお願いします。

利尻町みどり豊かなまちづくり推進委員会事業

花つくり名人！

～みどりと花いっぱい運動～

石 川 瑞 代 さん優秀賞

熊 谷 勢 子 さん最優秀賞

津 田 　 博 さん特別賞礒江トシヱ さん優秀賞

善
行
表
彰
者

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
民
生
児

童
委
員
協
議
会
委
員
と
し
て
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐　

藤　

征　

三
氏

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
と
交
通
事
故
撲
滅
運
動
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

柳　

谷　

良　

子
氏

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
女
性
団

体
協
議
会
役
員
と
し
て
在
職
し
平

成
一
三
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
女

性
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
地
域
女

性
団
体
の
発
展
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

海
老
名　

サ
ダ
子
氏

「湖月会」によるお茶席

お
め
で
と
う　

お
め
で
と
う　

　

ご
ざ
い
ま
す

　

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う　

　

ご
ざ
い
ま
す

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
女
性
団

体
協
議
会
役
員
と
し
て
在
職
し
平

成
一
一
年
か
ら
は
副
会
長
と
し
て

女
性
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
地
域

女
性
団
体
の
発
展
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

志　

摩　

惠　

子
氏

功
労
表
彰
者
7
名

功
労
表
彰
者
7
名

善
行
表
彰
者
4
名

善
行
表
彰
者
4
名

1111
名
の
方
が

名
の
方
が

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た

受
賞
さ
れ
た
皆
様

受
賞
さ
れ
た
皆
様

功
労
表
彰
者
7
名

善
行
表
彰
者
4
名

11
名
の
方
が

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た

受
賞
さ
れ
た
皆
様

第10回 花つくりコンテスト 花つくりコンテスト第10回 花つくりコンテスト 花つくりコンテスト第10回 花つくりコンテスト
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議
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
利
尻
町
議
会
議
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
去
る
10

月
の
利
尻
町
議
会
臨
時
会
の
議

長
改
選
に
お
い
て
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
引
き
続

き
利
尻
町
議
会
議
長
の
要
職
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
ま
し
て
、
衷
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
自

ら
の
浅
学
非
才
を
顧
み
ま
し
て
、

責
任
の
重
さ
を
一
層
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
皆

様
の
ご
推
薦
を
受
け
ま
し
た
う

え
は
、
円
滑
な
議
会
運
営
は
も

と
よ
り
利
尻
町
の
更
な
る
発
展

の
た
め
、
町
民
福
祉
の
充
実
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備
、

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
の
振
興

な
ど
、
緊
急
課
題
解
決
の
た
め

誠
心
誠
意
努
力
を
い
た
す
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
町

理
事
者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

旧
に
倍
す
る
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
と
と
も
に
、
町
民
皆
様
に
も

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
長　

松　

村　

栄　

悦

副
委
員
長　

菊　

池　

順　

一

委　

員　

谷　
　
　

智　

晴

　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

忠

　
　
　
　

惣　

万　
　
　

優

　
　
　
　

江　

戸　

克　

廣

委
員
長　

吉　

田　

浩　

二

副
委
員
長　

谷　
　
　

智　

晴

委　

員　

菊　

池　

順　

一

　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

忠

　
　
　
　

松　

村　

栄　

悦

　
　
　
　

惣　

万　
　
　

優

委
員
長　

惣　

万　
　
　

優

副
委
員
長　

松　

村　

栄　

悦

委　

員　

吉　

田　

浩　

二

　
　
　
　

江　

戸　

克　

廣

会　

長　

惣　

万　
　
　

優

副
会
長　

吉　

田　

浩　

二

幹　

事

（
監
事
）
松　

村　

栄　

悦

　
　
　
　

江　

戸　

克　

廣

（
委
員
は
、
議
席
順
に
よ
る
）

監
査
委
員　

遠　

藤　
　
　

忠

○
利
尻
礼
文
消
防
事
務
組
合

　

議
会
議
員

議　

長　

藤　

井　

信　

幸

議　

員

（
監
査
）
吉　

田　

浩　

二

　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

忠

○
利
尻
島
国
民
健
康
保
険

　

病
院
組
合
議
会
議
員

議　

長　

藤　

井　

信　

幸

議　

員　

遠　

藤　
　
　

忠

　
　
　
　

松　

村　

栄　

悦

（
監
査
）
惣　

万　
　
　

優

　
　
　
　

江　

戸　

克　

廣

○
利
尻
郡
清
掃
施
設
組
合

　

議
会
議
員

副
議
長　

松　

村　

栄　

悦

議　

員　

谷　
　
　

智　

晴

　
　
　
　

菊　

池　

順　

一

　
　
　
　

江　

戸　

克　

廣

○
利
尻
郡
学
校
給
食
組
合

　

議
会
議
員

副
議
長　

江　

戸　

克　

廣

議　

員　

谷　
　
　

智　

晴

（
監
査
）
菊　

池　

順　

一

　
　
　
　

吉　

田　

浩　

二

　利尻町議会議員改選後の初議会は、10月8日
招集され、議長、副議長の選挙、議会運営委員
会委員や各常任委員会委員、一部事務組合議会
議員が選出されました。

副
議
長

江　

戸　

克　

廣

議　

長
藤　

井　

信　

幸

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
会

監
査
委
員（
議
会
選
出
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議会構成決まる！議会構成決まる！議会構成決まる！議会構成決まる！議会構成決まる！

遠 藤 　 忠松 村 栄 悦惣 万 　 優 吉 田 浩 二 菊 池 順 一 谷 　 智 晴

議
長
就
任
挨
拶
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第３回町議会定例会は10月19日招集さ
れ、補正予算等を審議し、いずれも原
案のとおり可決しました。主なものは
次のとおりです。

◆
平
成
22
年
度
利
尻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
6
7

0
万
1
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
34
億
47
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
利
尻
島
国
民
健
康
保
険
病
院
組

　

合
負
担
金　
　

5
0
0
0
万
円

○
灯
油
備
蓄
施
設
負
担
金

　
　
　
　
　

3
4
1
8
万
5
千
円

○
御
崎
12
号
線
道
路
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　

4
1
0
万
5
千
円

◆
平
成
22
年
度
利
尻
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
0
2
万

2
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

4
1
5
2
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
長
寿
･
健
康
増
進
事
業
特
別
対

　

策
補
助
金　
　
　

61
万
8
千
円

○
高
齢
者
医
療
制
度
円
滑
運
営
臨

　

時
特
例
交
付
金　

40
万
4
千
円

【
補
正
予
算
】

◆
平
成
22
年
度
利
尻
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
8
2
万

9
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

2
億
8
4
3
9
万
1
千
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
利
尻
島
下
水
道
ミ
ッ
ク
ス
処
理

施
設
建
設
工
事
管
理
業
務
委
託
料　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
4
7
0
万
円

◆
平
成
22
年
度
利
尻
町
漁
業
集
落

排
水
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
8
6
万

2
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

5
4
0
2
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
下
水
道
管
渠

布
設
工
事
費

　

1
9
7
万
円

第
れ
案
次

平成平成22年　　2年　　
第3回町議会定例会第3回町議会定例会
平成22年　　
第3回町議会定例会

平成21年度　利尻町公営企業会計決算審査報告
（利尻町砕石事業会計）

事　業　収　益

営　業　収　益

営 業 外 収 益

繰　越　製　品

区　　　分 予　　算　　額

257,345,308

189,651,308

24,959,000

42,735,000

決　　算　　額 増　　　　　減

265,411,621

190,299,962

40,739,659

34,372,000

8,066,313

648,654

15,780,659

△8,363,000

事　　業　　費

営　業　費　用

営 業 外 費 用

区　　　分

【支　　出】

予　　算　　額

257,345,308

254,275,108

3,070,200

決　　算　　額 不　　用　　額

257,003,912

253,933,712

3,070,200

341,396

341,396

0

（単位：円）

【収　　入】
◎収益的収入及び支出

（単位：円）

◆
7
月
23
日
、
平
成
21
年
度
利
尻
町
公
営
企
業
会
計
（
砕
石
事
業
会

計
）決
算
審
査
が
行
わ
れ
、第
3
回
町
議
会
定
例
会
に
監
査
委
員
か
ら

の
意
見
書
を
添
付
し
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

砕
石
事
業
会
計
決
算
認
定
さ
れ
る
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11
月
10
日
、
平
成
22
年
度
施

行
さ
れ
て
い
る
工
事
等
の
進
捗

状
況
把
握
の
た
め
、
町
内
視
察

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
課

長
よ
り
説
明
を
受
け
、
仙
法
志

漁
港
岸
壁
改
良
工
事
や
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
給
水
配
管

工
事
な
ど
25
カ
所
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

視
察
終
了
後
、
問
題
点
等
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
・
検
討
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

区　　　　分

一 　 般 　 会 　 計

国保事業特別会計

簡易水道特別会計

宿泊施設特別会計

老人保健特別会計

下水道事業特別会計

漁業集落排水施設事業特別会計

介護保険特別会計

特別養護老人ホーム特別会計

後期高齢者医療特別会計

37億5,658万1,515円

4億2,792万4,928円

7,421万5,735円

2億6,564万9,640円

819万5,834円

1億3,226万 316円

7,796万5,256円

3億1,576万6,867円

1億9,928万7,317円

3,913万6,691円

52億9,698万4,099円

36億433万4,094円

4億1,509万5,660円

7,008万2,565円

2億6,393万1,937円

431万8,897円

1億3,151万 454円

7,550万9,281円

3億269万9,839円

1億9,021万7,085円

3,849万7,853円

50億9,619万7,665円

1億5,224万7,421円

1,282万9,268円

413万3,170円

171万7,703円

387万6,937円

74万9,862円

245万5,975円

1,306万7,028円

907万 232円

63万8,838円

2億78万6,434円合　　　　計

収　入　額 支　出　額 差　引　額

◎決算の内訳

　平成21年度の各会計歳入歳出決算の認定は、第３回町議会定例会において各会計決算審査特
別委員会（委員長：江戸克廣）が設置され、これに付託、審査されました。
　同委員会の審査は、10月19日から21日までの３日間にわたり、一般会計を含む全10会計の決
算について慎重に審議され、10月21日本会議において認定されました。

平成21年度平成21年度
各会計歳入歳出決算を認定各会計歳入歳出決算を認定

平成21年度
各会計歳入歳出決算を認定

視察終了後の意見交換・検討協議視察終了後の意見交換・検討協議

町
議
会
議
員

　
　

町
内
視
察
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保険料のお支払いを忘れずにお願いします
　後期高齢者医療制度に加入されている方のうち、保険料を年金からお支払いされている方（特
別徴収）は、12月が本年度5期目のお支払い月です。
　また、納入通知書又は口座振替によるお支払いをされている方（普通徴収）は、12月31日が
第6期分の納期限となっています。
　なお、保険料のお支払方法が年度途中で変わる場合がありますので、お支払い忘れの無いよう
ご注意願います。

「高齢者温泉保養施設無料優待事業」のおしらせ
　このたび利尻町では、長年社会に貢献されてきた高齢者の方等
（後期高齢者医療被保険者）を対象に、利尻ふれあい温泉の入浴
を無料優待いたします。
　つきましては、皆様の健康保持及び交流の場として活用ください。
　１．期　　間　　平成22年12月1日（水）～平成23年1月31日（月）
　２．場　　所　　利尻ふれあい温泉（利尻町ふれあい保養センター）
　３．対 象 者　　後期高齢者医療保険の被保険者の方（利尻町に住所を有する方に限る）
　　　　　　　　　・75歳以上の方で、「後期高齢者医療被保険者証」の交付を受けている方。
　　　　　　　　　・65歳以上75歳未満の方で、一定等級以上の心身障害を持ち、「後期高齢者
　　　　　　　　　　医療被保険者証」の交付を受けている方。
　４．利用方法　　利尻ふれあい温泉の受付で、「後期高齢者医療被保険者証」を提示してくだ
　　　　　　　　　さい。（保険者証の提示が無い場合は、通常利用料金が必要です）

★ご利用の際には、「後期高齢者医療被保険者証」を忘れずに提示してください★

「高額介護合算療養費」の申請について
　世帯内の後期高齢者医療制度加入者の方全員の「お医者さんにかかったときの自己負担額」と、
「介護保険のサービスを利用したときの利用者負担額」の１年分の自己負担額を合算した金額が、
「介護合算算定基準額」を超えると、超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。
　支給額は、後期高齢者医療制度と介護保険で支払った自己負担額の割合に応じて、それぞれの
保険者から支払われます。

《申請手続き》
　支給の対象となる方へは、12月以降に申請手続きのご案内をいたします。
　ただし、平成20年4月から平成22年7月の間に町外から転入された方や75歳に到達された方等
の場合、以前の医療保険や介護保険での自己負担額証明書とともに長寿医療制度担当窓口（役場
保健福祉課保健係）へ申請が必要です。詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。

　国民健康保険や協会健保など他の医療保険制度
にも、同様の制度があります。
　詳しくは、ご自身の医療保険保険者にお問い合
わせ下さい。

北海道後期高齢者医療広域連合　　電話 011－290－5601
お問い合わせ先

利尻町役場保健福祉課保健係　　電話 0163－84－2345

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
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自分のため、家族のためだから、もっと知りたい年金のこと
　　”正しい手続きで””キチンと保険料を納めて”年金を受給しましょう

第1号被保険者の1ヵ月分の保険料は・・定額保険料15,100円、付加保険料400円 です

老齢基礎年金老齢基礎年金老齢基礎年金
年金額　792,100円

　老齢基礎年金は、保険料を納めた期間（免除、学生納付特例
期間、若年者納付猶予期間を含む）が25年以上ある人が65歳
になったときから受けられる年金です。希望すれば65歳前から
受けられますが、年金額が減額されるなど制限を受けます。

　老齢基礎年金は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めなければ、満額の年金を受け取ることが
できません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65歳に
なるまでの間に国民年金に任意加入して、満額の年金に近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受給するためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として25年以
上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、70歳になるまで任意加入することができます（た
だし、昭和40年4月1日以前に生まれた方に限られます。）

～ ご存知ですか？国民年金の任意加入制度 ～

①　国民年金の保険料を納めた期間
　　（３号被保険者期間、免除期間、学生納付特例期間、若年者納付
　　猶予期間を含む）
②　任意加入できる人が加入しなかった期間（カラ期間）
③　昭和36年4月1日以後の厚生年金や共済組合などの加入期間
　これらを合計して、原則25年以上の期間が必要です

支給を受けるために必要な期間は…

－65歳になったとき－

障害基礎年金障害基礎年金障害基礎年金

2級障害  792,100円
1級障害  990,100円

　障害基礎年金は、「国民年金に加入している人」や「国民年金に
加入していた60歳以上65歳未満の人」が病気やケガで、政令で
定められた１級・２級の障害の状態になったときに受けられる年金
です。

　国民年金への加入が任意だったために加入せず障害を負い、障害基礎年金を受けられない人に
平成17年４月から特別障害給付金が支給されます。くわしくはお問合せください。

※子がいる場合は、子の人数に応じて加算があります。

※20歳前に障害者になった人は、20歳になってから国民年金に加入すると
　障害基礎年金が受けられます。（ただし、所得の制限があります）

－病気やケガで障害が残ったとき－

年金額

平成22年度 国民年金特集平成22年度 国民年金特集

×  1／3

×  1／2

全額免除
さ れ た
期　　間

全額免除、一部納付の見方 ： 平成21年3月以前の保険料免除期間 、  平成21年3月以後の保険料免除期間
480月（40年）

792,100円×

●老齢基礎年金の計算式

＋
×  5／6

×  7／8

４分の３
免除され
た 期 間

＋
×  2／3

×  3／4

半額免除
さ れ た
期　　間

＋
×  1／2

×  5／8

４分の１
免除され
た 期 間

＋
保険料を
納 め た
期　　間
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国民年金等についての
お問合せは…

日本年金機構
　　稚内年金事務所
☎0162-32-1941

役場保健福祉課町民係
☎0163-84-2345

月～金曜日：午前8:30～午後5:15
ただし月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後7:00まで受付
第２土曜日：午前9:30～午後4:00
※祝日・12月29日～1月3日はご利用いただけません。

一般の年金相談は「ねんきんダイヤル」０５７０－０５－１１６５

～年金に関する電話でのお問い合わせ先～

　経済的な理由等で保険料を納めるのが困難になった時は、申請すると保険料の「全額」または保険
料の「４分の３」「半額」「４分の１」が所得審査等により免除される場合があります。
　また、学生の場合は、前年の所得や通学している学校により、保険料が後払いできる「学生納付特
例制度」が、所得が一定額以上の世帯主（親など）と同居している30歳未満の第１号被保険者本人（及
び配偶者）には、本人（及び配偶者）の所得が一定額以下の場合、保険料が後払いできる「若年者納
付猶予制度」が申請できます。
　保険料をきちんと納めていないと、老後の年金だけでなく、万一のときの障害・遺族年金も受けら
れない場合があります。事情があって納められない場合は、未納のままにせず、ご相談ください。

免除・猶予ともに承認期間から向こう10年以内に追納できます。ただし、承認されてから３年目以降は加算金が付きます。

うっかりしていて…いつも忙しくて…
　こんな方には便利な「口座振替」をお勧めします。口座振替なら一度手続きをすれば、あなたが指
定した口座から自動的に支払いされますので、納め忘れの心配もなくとても便利です。

　「国民年金保険料口座振替納付申出書」が各金融機関の窓
口に備え付けられています。
　また、国から発行されている国民年金保険料納付案内書に
「口座振替納付申出書」が付いていますので、どちらの申出
書でも、すぐに金融機関の担当窓口で手続きをすることがで
きます。

◎大変お得な口座振替の早割制度はご存知ですか？
　国民年金を現金で納付すると定額保険料ですが、口座振替
の早割制度にすると50円が割引になります。
　申込すると、翌月末の初回の口座振替にて２ケ月分の保険
料（従前の保険料と50円割引された保険料）が引落しとなり、
その後の毎月の保険料が50円引きとなります。

～国民年金保険料の納付は便利な口座振替で～～国民年金保険料の納付は便利な口座振替で～～国民年金保険料の納付は便利な口座振替で～

もしも…保険料を納めるのが困難な場合「免除制度」等があります

口座振替を希望する場合は…

全額免除

入ります

承認期間は３分の
１の金額が反映

保険料を納めた時
と同じ扱いです

4分の3免除

入ります

承認期間は２分の
１の金額が反映

承認期間は８分の
５の金額が反映

保険料を納めた時
と同じ扱いです

半 額 免 除

入ります

承認期間は３分の
２の金額が反映

保険料を納めた時
と同じ扱いです

4分の1免除

入ります

承認期間は６分の
５の金額が反映

保険料を納めた時
と同じ扱いです

若年者納付猶予・
学生納付特例

入ります

年金額には反映
されません

保険料を納めた時
と同じ扱いです

老齢基礎年金を受け
るための資格期間に

期間分の
老齢基礎
年金額は

平成21年
３ 月 分
ま　　で

平成21年
４月以降

承認期間は２分の
１の金額が反映

承認期間は４分の
３の金額が反映

承認期間は８分の
７の金額が反映

年金額には反映
されません

障害基礎年金・
遺族基礎年金を
受ける時には



　利尻町では、本年７月１日から平成25年３月31日までの期間、利尻町内で自ら居住する住宅や家族が居住す
る住宅をリフォームするために町が指定する金融機関から融資を受けた方に対し、返済した利子を最大５年間、
補給しています。
●申込みの条件　
　・利尻町内に住所があり、町税等の滞納がないこと
　・利尻町内にある現在、自ら居住している住宅や家族が居住している、又は居住を予定している住宅等をリ
　　フォームするために、町が指定する金融機関からリフォーム融資を受けた方（借家等は融資の対象になり
　　ませんが、詳細は各金融機関にお尋ねください）
　・住宅リフォームの施工業者は、利尻町内に本社、本店がある会社または個人であること
●取扱金融機関
　・稚内信用金庫利尻支店　・利尻漁業協同組合沓形支所　・利尻漁業協同組合仙法志支所
●対象となる工事
　・住宅の増築工事、改築工事、修繕工事で町が指定する金融機関のリフォーム融資の対象工事（各金融機関
　　のリフォーム融資の対象工事であっても利子補給の対象とならない工事もありますので、詳細はお尋ねく
　　ださい）
●利子補給の内容
　・利子補給対象額：金融機関からの借入額のうち、最大300万円を限度とします。
　・利子補給期間：５年（60ヶ月）以内
　・利子補給率：利子補給期間中の利子補給対象額にかかる支払い利子全額
■お申込み方法など詳しい内容は、利尻町役場産業建設課建築農林係まで
　お問い合わせください。
　（本制度の詳細については、広報りしり8月号（№437）をご覧ください）

利尻町住宅リフォーム促進「利子補給」制度のおしらせ

　防衛省では、将来自衛官として技術分野で活躍する高等工科学校生徒の採用試験を実施します。
■受験資格：平成23年４月１日現在15才以上17才未満の男子（中学校卒業者又は卒業見込者）
■試験日（一次）・会場：平成23年1月22日（土）・自衛隊稚内地域事務所
■試験内容：中学校卒業程度５教科　択一式（マークシート）、作文
■募集締切：平成23年１月７日（金）
■採　　用：平成23年４月上旬
■概　　要：普通科高校と同等の教育を隊内で日中に受けるとともに、機械・情報工学等の専門教育、防衛基
　　　　　　礎学を学び、３年終了時に高等学校卒業資格を得て自衛官に任用されます。なお、給与の代わり
　　　　　　に手当てが支給されます。
■そ の 他：推薦試験もあり細部は問い合わせて下さい
■問い合わせ先：自衛隊稚内地域事務所　☎0162－23－2721番
　　　　　　　　利尻町役場総務課総務係　☎0163－84－2345番

自衛官生徒募集のおしらせ

　督促手続オンラインシステム（以下、「督オンシステム」という。）は、支払督促事件のうち一定の類型につ
いて、インターネットを利用して申立てや通知、照会ができるシステムです。
　平成18年９月１日から、東京地方裁判所管内の簡易裁判所の支払督促事件を対象に運用を開始し、段階的に
地理的範囲を拡大してきましたが、本年11月１日からは全国の支払督促事件の処理を行えるようになりました。
督オンシステムでは、ホームページ上で、支払督促の申立書データを作成したり、事件の進行状況を確認した
りできるほか、インターネットバンキングやＡＴＭを利用して手数料等を納付できるなど、利便性が図られて
おります。この機会に是非とも督オンシステムのご利用を検討してください。

　＊督オンシステムホームページへは　「督促オンライン→検索」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.tokuon.courts.go.jp/AA-G-1010.html）
■問い合わせ先：旭川地方裁判所事務局　☎0166－51－6255番

裁判所からのおしらせ ～督促手続オンラインシステム全国展開～
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　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険金のうち、相続税の課税対象となった部分については、所
得税の課税対象にならないとする最高裁判所の判決がありました。そこで、このような年金に係る税務上の取
扱いを改めることとしましたので、お知らせします。これにより、平成17年分から平成21年分までの各年分に
ついて所得税が納めすぎとなっている方につきましては、その納めすぎとなっている所得税が還付となります。
　お手数をお掛けしますが、必要なお手続き（更正の請求又は確定申告など）をしていただきますようお願い
いたします。この取扱いの変更の対象となる方や所得税の還付のお手続きについては、国税庁ホームページ
【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。
＊平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付できる期限となりますので、お早目のお手続きをお願
　いします。
＊受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象となる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生
　じなかった方も対象となります。

税務署からのおしらせ

「愛食運動」の一層の推進を図るために、新たに「北のめぐみ愛食応援団」を募集します。
　北海道では、地元でとれたものを地元で消費する「地産地消」や、食の安全や大切さなどを学ぶ「食育」、北
海道にあった「スローフード運動」を総合的に推進する『愛食運動』を展開しています。
　～愛食運動とは～　農林水産物の輸入増加や産地間競争の激化など激しい環境の中で、本道農林水産業の安
定的な発展を図るためには、道民の道産農林水産物やその加工品に対する理解や愛着を高めるとともに、道内
消費拡大の取り組みを強化する事が課題となっております。一方、食に対する消費者の関心が高まる中、生産
者をはじめとした関係者の安全で安心な食品の生産・供給や消費者の食に関する知識や安全な食品を選択する
力の習得などを通じ、北海道ならではの地域に根ざした食文化を継承・発展させていく事が求められています。
こうしたことから「地産地消」をはじめ、「食育」、「スローフード運動」を総合的に推進するため、道民みん
なで身近な道産食品の良さを理解し、もっと愛用しましょうという「愛食運動」を展開しています。

北海道の「食」を応援しませんか？　～北のめぐみ愛食応援団募集～
　“愛食運動”の輪をより一層広げていくため、「地産地消」「食育」などの活動を実践していただく、『道内の
企業や団体（支店、支部を含む）及び３名以上のグループ』を募集します。「愛食応援団」の取り組みは道の
ホームページなどで広くご紹介しますので、ぜひご登録ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　《申請先》　
　　　　　　　　　　　　　　　　●申請者の所在地がある総合振興局または振興局
　　　　　　　　　　　　　　　　●申請者の事務所等が複数あり、所在地が２つ以上の総合振興局又は振興
　　　　　　　　　　　　　　　　　局をまたがる場合は、道庁農政部
　　　　　　　　　　　　　　　　■申請方法など詳しくはホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道農政部食の安全推進局食品政策課　☎011－204－5429番

北海道農政部食の安全推進局からのおしらせ

　アナログ放送は、通常の放送が2011年６月末に終了し、７月１日からの放送
終了のお知らせ画面の表示を経て、７月24日にすべての放送が終了します。お
早目の準備をお願いします。視聴するには①地デジ対応テレビに買い替える②
地デジチューナーを買い足す③ケーブルテレビで視聴する等の方法があります。
地デジのご相談はお近くのデジサポへ。（「デジサポ」は総務省テレビ受信者
支援センターの愛称です）
■デジサポ道北（旭川）☎0166－30－0101番　　受付：平日９時～21時、土日祝日９時～18時

地デジの準備、お急ぎください！

～相続又は贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に基づく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　年金の税務上の取り扱いの変更について～

【訂正とお詫び】広報りしり６月号（№436） P12の「児童扶養手当」のご案内で誤りがありました。
　〔正〕「児童扶養手当」手当額　・全部支給　月額　41,720円
　　　　　　　　　　　　　　　　・一部支給　月額　所得に応じて月額41,710円から9,850円まで10円きざみの額
　〔誤〕「児童扶養手当」手当額　・全部支給　月額　42,370円
　　　　　　　　　　　　　　　　・一部支給　月額　所得に応じて月額42,360円から10,000円まで10円きざみの額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ご迷惑をおかけいたしました。訂正してお詫びいたします～



12

街
を
ひ
と
歩
き

街
を
ひ
と
歩
き

ま
ち
の
話
題
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

　地域住民の防災意識の高揚と災害発生時にお
ける迅速な非常配備体制の確立を目的に防災訓
練を実施しました。今回は、日本海北部での地
震から発生する大津波到達を想定し、仙法志元
村、沓形新湊・泉町地区を対象に実施。また、
終了後、新湊地区では、消防署職員の指導によ
る初期消火訓練を行いました。対象地区の皆さ
んには、万が一のための災害に備えた訓練に真
剣に取り組んでいただきました。訓練に参加さ
れた皆さん、ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　〈10月29日〉

　利尻町文化展示会が小・
中学生の書道・美術展と合
わせて開催されました。た
くさんの絵画、手芸作品な
どが展示されている中、来
場者は一つ一つの作品を観
賞されたほか、体験コーナ
ーやお茶席コーナも開かれ、
日本の文化を楽しむ機会と
なりました。
　10月23～24日（交流促進施
設どんと）・28日～30日（公民
館（書道・美術展のみ））

新 湊 地 区

元村地区 泉 町 地 区 初期消火訓練

新 湊 地 区

元村地区 泉 町 地 区 初期消火訓練

お茶席コーナー カルタ体験 陶芸体験お茶席コーナー カルタ体験 陶芸体験

利尻町防災訓練自然災害に備えて自然災害に備えて

利尻町文化展示会
“文化を楽しむ”“文化を楽しむ”

利尻町防災訓練自然災害に備えて

利尻町文化展示会
“文化を楽しむ”
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　11月6日、交流促進施
設どんとで「子ども文化
の集い」・「町民芸能祭」
が合同で開催されました。
　午前の子ども文化の集
いでは、町内の小中学生
による合唱や遊戯等、午
後からの町民芸能祭では、
11団体の和太鼓や遊戯、
詩吟など、テーマである
心豊かな文化を体感する
１日となりました。

　10月14日、交流促進施設どんとで「腰が痛くなるの
はなぜ？」をテーマに健康講演会が開催されました。第
１部では、利尻島国保中央病院　松盛寛光副院長が「腰
痛はどうしておこってしまうの？～原因、予防、治療方
法について～」と題しお話しされました。第２部では札
幌市医療法人社団三草会　久保田年夫課長が「腰痛を予
防し和らげるためのリハビリ方法～話題のマッケンジー
体操を効果的に続けるために～」と題し講演。お話を聞
かれた皆さんは腰痛対策が万全となる時間になりました。

仙 中 太 鼓

沓小ソーラン

日本詩吟学院岳風会利尻教場

葵流文化教室 りしり海鳴り太鼓保存会 琴城流大正琴愛好会

コーラス島の音

仙 中 太 鼓

沓小ソーラン

日本詩吟学院岳風会利尻教場

葵流文化教室 りしり海鳴り太鼓保存会 琴城流大正琴愛好会

コーラス島の音

子ども文化の集い
舞台いっぱい熱演舞台いっぱい熱演

町民芸能祭
利尻に心豊かな文化を利尻に心豊かな文化を

子ども文化の集い
舞台いっぱい熱演

町民芸能祭
利尻に心豊かな文化を

松盛先生による講演松盛先生による講演 久保田先生による講演久保田先生による講演松盛先生による講演 久保田先生による講演

健 康 講 演 会
腰が痛くなるのはなぜ？腰が痛くなるのはなぜ？
健 康 講 演 会

腰が痛くなるのはなぜ？
札幌医科大学公開講座
ゆっくり生きるためにon利尻ゆっくり生きるためにon利尻
札幌医科大学公開講座
ゆっくり生きるためにon利尻

山田惠子氏山田惠子氏

八十島孝博氏八十島孝博氏八十島孝博氏

山田惠子氏

　札幌医科大学開学60周年（創基
65周年）記念事業として、公開講
座が交流促進施設どんとで開催さ
れました。
　「明るく、健やかな生活を送る
ためのビタミン物語」と題し山田
惠子氏（札幌医科大学医療人育成
センター・准教授）が、「がんに
罹っても、天寿全うを目指せる、
体に優しい温熱免疫療法」と題し
八十島孝博氏（新札幌恵愛会病院
長）がそれぞれビタミン博士にな
るため、また病に倒れても、その
後、健やかに生きるためのお話を
され、来場された方は熱心に耳を
傾けていました。　〈11月7日〉
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ツ
ク
式
土
器
の
質
と
非
常
に
良
く
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
州
で
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
い
づ
ら
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。
土
師
器
を
詳
し
く

見
る
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
に
は
見

ら
れ
な
い
特
徴
を
感
じ
ま
す
。
一
つ

は
椀
の
よ
う
で
、
口
の
部
分
が
外
に

開
き
底
の
浅
い
坏
の
よ
う
な
形
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
は
壺
の
よ
う
な
底

　

亦
稚
貝
塚
で
出
土
し
た
土
師
器
。

土
師
器
と
は
本
州
で
古
墳
時
代
か

ら
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
使
わ
れ

た
素
焼
き
の
土
器
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
北
海
道
で
は
つ
く
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
亦
稚
貝
塚
か
ら
出
土

し
た
土
師
器
は
、
そ
の
質
か
ら
し

て
亦
稚
貝
塚
で
見
ら
れ
る
オ
ホ
ー

の
深
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
は
赤
く
彩
る
こ
と
。
こ
れ
が

本
州
で
見
ら
れ
る
土
師
器
の
特
徴

で
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
に
は
赤
く

彩
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
特
徴
か
ら
、
亦
稚
貝
塚
か

ら
出
土
し
た
土
師
器
は
、
本
州
か

ら
運
ば
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
土

　
　
　
　

師
器
の
特
徴
を
取
り
入

　
　
　
　

れ
て
北
の
ど
こ
か
で
作

　
　
　
　

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

　
　
　
　

す
。

　
　
　
　
　

こ
の
土
師
器
は
特
徴

　
　
　
　

と
礼
文
島
で
出
土
し
て

　
　
　
　

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
古

　
　
　
　

墳
時
代
の
6
〜
7
世
紀

　
　
　
　

こ
ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

利
尻
島
に
住
ん
で
い
た

　
　
　
　

オ
ホ
ー
ツ
ク
人
と
本
州

　
　
　
　

の
人
た
ち
と
の
何
ら
か

　
　
　
　

の
交
流
が
行
わ
れ
て
い

　
　
　
　

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

　
　
　
　

す
。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成21年度決算における健全
化判断比率を次のとおり公表します。
　また、平成20年度決算において実質公債費比率が早期健全化基準を超えたため、平成21年度に
作成しておりました財政健全化計画が完了しましたので報告します。

実 質 赤 字 比 率 －
（15.00％）

－
（15.00％）

連結実質赤字比率 －
（20.00％）

－
（20.00％）

実質公債費比率 26.2％
（25.0％）

22.9％
（25.0％）

将 来 負 担 比 率 153.0％
（350.0％）

122.9％
（350.0％）

区　　分 平成20年度決算 平成21年度決算

（　　）は、早期健全化基準、比率なしは－で表示しております。なお、「財政健全化計画」及び「財政健全
化計画完了報告書」並びに「今後の財政の運営方針」については利尻町公式ホームページに掲載しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課財政管財係）

● 

利
尻
町
指
定
文
化
財
「
土
師
器
」
― 

亦
稚
貝
塚
出
土
遺
物

ま
た
わ
っ
か

「 方 体 健全化 法律」 規定 基 成 年度決算 健全

健全化判断比率の公表と健全化判断比率の公表と
財政健全化計画の完了を報告します財政健全化計画の完了を報告します

健全化判断比率の公表と
財政健全化計画の完了を報告します



おかあさんからひとこと
「なんでやねん」「どっちやねん」が口ぐせで（利
尻人なんだけど…）リアクションが大きい、まる
でお笑い芸人のような“のあ”が大好きです。

おかあさんからひとこと
ちょっぴりテレ屋のさ～ちゃん。
お友達とたくさん遊んで元気に大きくなってね。

荒 関 音 愛

沓形字泉町　父：健一　母：麻美

ちゃん（4さい）
あの

滝 沢 咲 乃

沓形字神居　父：誠人　母：慶子

ちゃん（4さい）
のさき

おかあさんからひとこと
いつもニコニコ笑顔で元気一杯な“ここあ”
に家族みんな癒されています。これからも笑
顔を絶やさず、かわいい女の子でいてね！

おかあさんからひとこと
歌と踊りが大好きな夏恋。
思いやりのあるやさしいお姉ちゃんになってね!

辰 己 心 愛

沓形字種富町　父：純一　母：里美

ちゃん（4さい） 濱 口 夏 恋

沓形字富野　父：敏勝　母：美樹

ちゃん（4さい）
れんかあここ

15

ハートランドフェリーから稚内－利尻・礼文航路を利用される
　　　　　　　　　 お体の不自由なお客様などへのご案内

　車いすが必要な方、障がいによりお体の不自由な方や枕の利用を必要とする
高齢者、子供連れの妊婦などのお客様よりフェリーご利用に関するご
希望やご相談を承っております。
　ご乗船の際、お手伝いを希望される場合やお手伝いが必要なお客様
は各港の発券カウンター（窓口）かお近くの職員へお知らせください。
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昭
和
四
十
八
年
春
、
船
酔
い
に

苦
し
み
な
が
ら
鴛
泊
港
に
着
き
ま

し
た
。
夜
行
列
車
の
車
窓
か
ら
白

々
と
明
け
て
ゆ
く
サ
ロ
ベ
ツ
原
野

も
寂
し
さ
を
誘
い
ま
し
た
が
、
船

の
甲
板
か
ら
眺
め
る
利
尻
島
は
、

草
木
の
無
い
と
こ
ろ
に
利
尻
岳
が

偉
容
に
美
し
く
、
こ
と
ば
を
失
い

ま
し
た
。

　

岸
壁
に
は
、
当
時
の
教
頭
と
事

務
の
先
生
が
、
Ｂ
4
の
藁
半
紙
に

私
の
名
前
を
書
い
た
も
の
を
高
く

掲
げ
て
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
着
任
も
そ
う
で
す
が
、
離
任

も
ま
た
港
と
い
う
場
所
で
は
と
て

も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
、
私
の
人
生
、

こ
の
前
に
も
後
に
も
、
こ
ん
な
映

画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
な
場
面

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

島
の
子
ど
も
た
ち
は
ス
キ
ー
で

思
い
だ
し
ま
す
。
あ
の
頃
は
、
土

　

島
を
離
れ
て
何
十
年
経
っ
て
も
、

島
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
こ
う
し
て
島

に
遊
び
に
来
る
こ
と
が
楽
し
み
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
余
暇
の
時
間

に
地
域
の
人
た
ち
に
温
か
く
接
し

て
い
た
だ
い
た
か
ら
と
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
て
、
過
ご
し
た
日
々

で
し
た
。

　

教
員
住
宅
に
空
き
が
無
い
か
ら

と
下
宿
を
斡
旋
さ
れ
ま
し
た
。
あ

る
日
、
仕
事
に
落
ち
込
み
、
ま
っ

す
ぐ
帰
る
気
に
も
な
ら
ず
に
海
岸

沿
い
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
て
い
る

と
、
漁
か
ら
戻
っ
て
き
た
下
宿
の

お
じ
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
。
お
じ

さ
ん
は
、
今
や
っ
と
無
事
に
着
い

た
と
こ
ろ
な
の
に
、
「
舟
に
乗

れ
！
」
と
優
し
く
誘
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
磯
舟
に
乗
る
の
は
、
初
め

て
で
す
。
広
い
海
と
高
い
空
に
包

ま
れ
て
い
る
と
、
私
の
悩
み
は
ち

っ
ぽ
け
で
、
海
と
空
に
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。
お
じ
さ

ん
は
、
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
海
と

空
の
大
き
な
力
を
、
強
く
信
じ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

再
び
訪
れ
る
日
の
た
め
に
、
そ

広
い
海
と
高
い
空

の
日
を
楽
し
み
に
、
日
常
に
励
み

ま
す
。

語
り　

梅
澤
邦
江
さ
ん
。
昭
和
四
八

年
四
月
〜
五
二
年
三
月
ま
で
沓
形
中

学
校
に
国
語
教
諭
と
し
て
赴
任
。
福

井
県
福
井
市
在
住
。

採
訪　

平
成
二
十
二
年
七
月
十
八
日

（353）

（227）

利
尻
の
語
り

語
り　

宗　

邦
江
さ
ん

美
し
い
山
、広
い
海
、

高
い
空
、温
か
く
寛
い
心

曜
日
も
授
業
が
あ
り
、
店
屋
物
で

昼
食
を
済
ま
せ
、
学
校
か
ら
テ
ク

テ
ク
と
ス
キ
ー
を
担
い
で
歩
い
た

記
憶
が
あ
る
の
で
す
が
、
き
っ
と

体
育
館
の
横
に
あ
る
坂
だ
と
思
い

ま
す
。
見
晴
ら
し
の
良
い
と
こ
ろ

で
、
背
に
利
尻
岳
、
眼
下
に
港
を

臨
み
な
が
ら
滑
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な

生
徒
た
ち
が
た
く
さ
ん
来
て
い
て
、

下
手
な
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
ジ
ャ
ン
プ
台
を
作
り
、

豪
快
に
飛
ん
で
い
く
姿
は
、
頼
も

し
い
限
り
で
し
た
。

　

私
は
成
人
式
は
済
ま
せ
て
い
る

も
の
の
、
精
神
的
に
は
中
学
生
と

あ
ま
り
変
わ
り
が
無
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
あ
の
頃
の
島
の

親
た
ち
は
子
ど
も
を
信
頼
し
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
も

自
由
を
満
喫
し
つ
つ
も
、
親
の
信

頼
に
応
え
る
べ
く
、
親
に
心
配
を

か
け
な
い
よ
う
に
と
言
う
気
遣
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

忠魂碑の坂でスキーを滑る　昭和52年（1977年）3月

た
く
ま
し
い
島
の
子
ど
も
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出動件数　火災1件　救急108件 （平成22年10月31日現在）

消防だより消防だより NO.365消防だより
「「消したかな」  あなたを守る  合言葉」

実施期間　12月24日から30日の7日間

利尻町消防団に救助資機材搭載型車両が配備されました！

今年も残すところわずかとなり、なにかと慌ただしい時期となりました。
例年通り消防署では、歳末特別火災警戒を実施します。
新しい年を穏やかに迎えるため、もう一度「我が家の火の用心」を心がけて下さい。
火を使った後や、お出かけ前、お休み前にはもう一度火の元を確かめましょう。

　経済産業省では、工業統計調査を平成22年12月31日現在で実施します。
　本調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにすることを目的と
して調査します。本調査は、国の重要な統計調査であり、調査結果は国や地方公共団体の行
政施策の重要な基礎資料として使われるほか、大学や民間の研究機関、小・中・高等学校の
教材など広く利用されています。皆様からご提出していただく調査票については、統計法に
基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正確なご記入をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.meti.go.jp/statistics/

経済産業省・北　海　道・利　尻　町

●寝タバコは絶対にしない。
●ストーブの近くに燃えやすい物を置かない。
●小さい子供をストーブの周りで遊ばせない。
●ガスコンロのそばを離れる時は必ず火を消す。
●電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
●逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。

　このたび、総務省消防庁より利尻町消防団へ救助
資機材搭載型車両が無償貸与されました。
　この車両は、大規模災害発生時に地域防災力の中
核となる消防団の活動の充実を図るため、消火資機
材のほか救助資機材を装備した多機能型車両です。

歳末特別火災警戒を実施します！歳末特別火災警戒を実施します！歳末特別火災警戒を実施します！

経済産

製造事業所のみなさまへ製造事業所のみなさまへ製造事業所のみなさまへ



【まちの人口】 　2,471人　　世帯数  1,205世帯　  男  1,178人　  女  1,293人  （平成22年10月末現在）
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10月5日　（沓）本町　高松　勝美さん（61歳）

10月11日　緑　　町　依田　京子さん（76歳）

10月14日　政　　泊　藤田　キヌさん（94歳）

10月14日　神　　居　米本　鉄男さん（82歳）

10月22日　（沓）本町　高松セツ子さん（81歳）

10月25日　政　　泊　小倉　冬子さん（96歳）

11月4日　政　　泊　今井　ヨシさん（96歳）

おおくやみもうしあげますくやみもうしあげます

10月10日　神　居

はっぴい・うぇでぃんぐ

牧野　　梢  さん
飯田　智明  さん

10月10日　泉　町 川端眞由美  さん
宮道　信之  さん

10月19日　新　湊 春木場理菜  さん
榎本　吏輝  さん

　平成23年の成人式該当者は、平成2年４月２日から平成3年４月１日までに生まれた
方が対象となります。
　出席を希望される方は、12月15日（水）まで に教育委員会社会教育係までご連絡
ください。また、転出された方で出席を希望される方も同様にご連絡ください。

日時　平成23年1月3日（月）午後2時
会場　利尻町交流促進施設  どんと
日時 平成23年1月3日（月）午後2時

平成23年 平成23年 成 人成 人 式 のお知らせ のお知らせ平成23年 成 人 式 のお知らせ

【利尻町社会福祉協議会】

この度、次の方々から愛情銀行に金一封及び物品が
預託されましたので、紙上を借りてお礼申し上げます。
●札幌市東区　高松祐明様から、父　勝美様の香
　典返しを廃して
●沓形字神居　米本キヨ様から、夫　鉄男様の香
　典返しを廃して
●苫前郡初山別村　依田伸希様から、母　京子様
　の香典返しを廃して
●仙法志字久連　藤田武利様から、母　キヌ様の
　香典返しを廃して
●高松義勝様から、母　セツ子様の香典返しを廃
　して
●沓形字種富町　小倉佐智枝様から、母　冬子様
　の香典返しを廃して

●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●
【一般寄附】
◆沓形字神居　米　本　キ　ヨ　様より
　　　　　一金　50,000円

【指定寄附】
◆仙法志字久連　藤　田　武　利　様より
　　　　　一金　100,000円
（特別養護老人ホームほのぼの荘へ）

◆初山別村　依　田　伸　希　様より
　　　　　一金　50,000円
（高齢者生活福祉センターへ）

◆沓形字種富町　小　倉　佐智枝　様より
　　　　　一金　30,000円
（特別養護老人ホームほのぼの荘へ）

◆沓形字泉町　不　破　　　豊　様より
　　　　　一金　50,000円
（特別養護老人ホームほのぼの荘へ）

◆沓形字泉町　岩　島　計　彦　様より
　　　　　一金　100,000円
（特別養護老人ホームほのぼの荘へ）

ご厚志に対し厚くお礼申し上げます

た

絡

はじめまして！ ベイビーじめまして！ ベイビー

10月25日　（仙）本町　山本　　煌く　ん（侑矢）

10月29日　富　　野　杉田　宗介く　ん（洋介）
そうすけ

きら

防災無線テレホンサービスを
　　　　　　ご利用ください
　毎日の定時放送が聞けなかったり聞き忘れてしま
った際は、「８９－４６６０番」へおかけください。　
※携帯電話からは市外局番0163番を忘れずに！
　（ダイヤル式の電話機からはご利用できません）
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